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身体運動の記号論序論

森 知高纏育襲謝

　はじめに
　体育の定義をなすことは，体育を懸究するもの

にとってはアルファであ静オメガであろう．

　かつての「身体の教官」（綴縫C謙沁欝　○｛t娩

擁ys圭callと定義された時代を経て，「身体を通し

ての教奮」（e磁。3t沁盤盛灘慧麟童舞e緯yslc麟が体

育の定義として定着しつつあった。しかし，西独

を中心1こ晃られるLe建総s溢澱ηgあるいはLe密es－

erz圭幽難9からS夢。貫への教科名の移行，末羅

を中毒・とする｝盈盤麗MOve欝e盛論の台頭は，

「身体を通してσ）教育」がいつまでもそグ）地位を

不動のものとなしえない証でもあろう。

　工1藤によれば「1§艇年ごろから盤竣盤a簸鑓ov色

醗e鍍の運動が台頭し，体膏はδlscl夢1塗か，という

学麗的な要求に答える影で表麟化し，鯵7暮年代か

らは，｝灘憩3簸灘（｝ve撚e溢を対象としての旗ea聲

a綴sc圭e駕eが体育の有力な業念として浮かび
　　　ぐまン
至ってきた。」本論文は，躰育の定義1こかかオ）って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まゑき輝光をあびている睡灘a灘獄ovε盤ε畿（身体運動〉

を対象として考察がなされる。魚身体運動は記号論

の対象となるかかがそ」）主題となる。身体運動を

一種の記号として縫え，解釈することができれば，

体育における種々の鱗嚢に多大な利益を与えるも

のと思われる。

　方　　　法

　「慧鎮雛a欝鱗ove醗e獲がどのようにして，いつ

重要な観念となったかを決定することは羅難であ

る…が…メセニー露語a擁oa擁e縫絶簸y）は最も影響
　　　　　　ぐをン
カある捲導者コであった。彼女は種々の論文で身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を体運動の機念の重要性を畿いている。又，メセ

二一はエノレフェノレト（Lo総　ε翌琵e羅◎ととも1こ

“臨ve髄搬a磁臨3融暮：滲evelO購e溢。｛a
　　　　　　　　ピめGε簸eでa董丁｝憩蟹yかを著し，そこでランガー（S．K．

La簸鍔eギ1やカツシラー総m蕊C3ss重rerlの象籔形態

の遷…灘をもとに，身体運動を一一つの重要な象徴形

態として擬え，身体運動の記号論にかかわる新し

い罵語を提思している。磁iかに，ここに麟講され

た絹語は「全く新しい一連の観念を取1）擾ってい

る．1こともあ鞍，すでに「麟始餐自身が，瑛霧で

はすでにそれらの罵語を濡いなくなってしまった

ようである」が，身体運嚢を記号論的に取り搬う

蒔，避けて通ることができない遂であり，そこに

新たな擾点で検認を灘えることは身体運動灘記号

論構築の手がか1）になるものであろう。

　本論文では，このエルフェルトとメセニーの麟

聾した罵語に焦点をあて．その贋語の妥当性につ

いて嬢離する。検討はメセ二一等がその基礎を置

いたランガーの言避暑とシンボルの礫論からの類推

と，若干の著者と」）辮比によってなされる。

　メセ二一の矯認

　メセ二一はカッシラーとランガーを引撰しなが

ら，球送膳黙期でない蟻変騒器かにたとえられる人

聞の糖禅1こ着§し．感覚簿覚をシンボルに転換で

きる能力の第一のあらわれは話すことであるとす

る。しかし，言語で表わせない非議弁的領域もそ

こに特有の意味を有し，音楽，絵癬1における感覚

素（音楽ならばそこで綾絹される音／と藏様に．

身体運i勤の運動感覚的知覚もシンボル1こ転換され

ると説いている。そこで，身体運動の知覚認識お

よびそσ）意華表に臠する一般運論を構築するため

に，すべての運動形懸に共選な要翼として認めら

れる一般的な語いが不驚欠であるとし，次」）羅語

を提験した。

　キネストラクト（K鑑est撮。静…運動時の身体各

　　藻によって購蔽される動的な身体形式

　キネスセプト（K沁ε就畷踵｝一キネストラクトを

　　筋肉運麟として知覚することによって生じる

　　感覚形式

　キネシンボル蟹塗esy搬恥ll一状混の歓会的・心

　　理的・身体的脈絡の中で，キネストラクトと

　　そのキネスセプトの意味を麹象することに

　　よって得られる概念的形式



6肯
3

i 蓊蓊大学教官実践羅究紀要筆墨弩

　運動経験は，豪ずキネストラクトとして表墾さ

れ，このキネストラクトはキネスセプトとして知

覚される。そして，キネスセプトは縫1の知覚形態

と同じく，機念形懇が変容しやすく，そσ）感覚デー

タ菖）象徴形態慧キネシンボ疹として確認されるの

である。もちろんこ」）ようなキネシンボノレはケ飽

の機念的象徴形態と瞬じく人聞思考の要素でもあ
非｝

90
　記号とシンボルの関係

　メセニ～は身体運動をシンボルとして擬えるこ

とができると仮定し，新しい罵語を麟鐵すること

によって，その運譲講造の基礎としょうとこころ

みたわけであるが，麟墨された新しい薦藷の記号

論としての麗麗づけを検認する前に，シンボルに

絶する若干の検討が必要になってくる。

　以下，シンボルをi．位置づけ　2．論遅　3．

形式の三三点から遜べる。

i．位置づけ
　シンボルは記号の一種と考えられている。しか

し，ギ｛コー（欝艶翼eG譲r撮選〉もその書の注で述

べているように．「シンボルという語は人によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　モむきて，きわめて違った意糠で縫われている。藁一つ言

語を擁にとってみても，言語をシンボルとする考

と，それはサインでしかない．とする者に震れる。

しかし，それらの各々を検討してみると，シンボ

ルの存在を否定してはいな那。彼等の箆解の違い

は．その対象がシンボルとして葬零しているかい

ないかにかかっている。広辞苑によれば，シンボ

ノレ（この語は嚢本誌の象畿に当てはまるとしてい

る〉は，「懇｛象力に訴える簿らか0）類似によって麹

象的な或る事物を表わす記号」となっている。

　小林は記号を一般に，われわれの思想，感欝

をなかまのものに通達すべき物てき手段」とし，

物的を爆足して「精神てきに対し，感鋳てきに与

えられたもの，いいかえれば，われわれの知覚し

得べきもの」であって「かならずしも§方のある
　　　　　　　　　ぐアナ物棒である必要はない」としている。

　叢曇弩’が機能するためには，三つの項が必要であ

る。それは主観と記号と頬象である、記号と態象

はすべて連麗づけられている。この連灘には大臠

して，二1つの型がある。自然的連麗と人為的運縫

であ警，それぞれにおける記号が窪然的記号と人

為的翫号である。叢然的詫簿と1ま，自然の申での

諸現象闘に実在する諸経係1こ基づき，人為的記号

とは，人聞の（あるい隷動窃の／作り鐵したもの

簿8i露玉2薙

である。

（醒一圭〉

　人為的記弩・は，更に二つに分けられる。一方は

実在する梅を表象するために役立ち，もう一方は

飽人とのコミュニケーションのために養われる。

しかし，　この三二考の闘の境・罪ははっきりしたもの

ではない。表象の記号をコミュニケーションの記

号として穂繕することは，しばしば生じることで

ある。

表象ジ）記彎

入為麟誕琴

　　二一∫ミュニケーシ三3ン

（醗一2〉

　コミュニケーシ3ンの記号は，本質垂鱗こ燭約的

なものである。それらの意味1ま，それを縫う主体

麗の協定によって生じるが，そ」）規約には，鳶縁

的なものと，臆意的なものがある。つま鞍，記号

とその対象の闘に，必然的麗係がない縛．この記

号慧縫意的であると言われ，轟然的であるとは思

われないような時，これを有縁的であるという。

薄縁麟記号

二∫　ユニケーシ．ヲン

（緩一3／

随意的記糟

取ま二，纒一墨ラ懸一2，騒一3をまとめると次

の様な図一蓬が得られる毒
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　われを）親人鵜は，単に感覚だけでなく，シンボ

ルと愚昧を驚いて，その轡1界を形蔵する。勧物的

な詫号整灘は，自冠保存，議長，生癒，種の保存

など生物の基本的欲求」）ために，感覚通信を筋や

線に伝えるため1こなされる。しかし，われわれ入

舞慰ま心的作罵を行う繕韓を有している。精神は生

物的欲求のためにのみ作零しはしない。が，繕櫛

といえども，鐸然の器官であるがゆえに，大鷲生

活を構成する自然への反応1こ無鷺係なことは警一

つ営んではいない．また．精神は単に経験事項を

繕合することのみで作駕しているのではなく，そ

れ以外に樗か欝なこと，あるいは鰹｝かそれ以、圭1の

ことを営んでいる。芸術に耕する真鶴さや，夢の

存姦が精擁護）この不思議な営みを証明するであろ

う。上記」）繕神に聞する二つの営みは鱈を表わし

ているのであろう。糖縮はある大震に特有な欲求

の充足のための器官なのではなかろうか。この煮

をランガーは「大関1こは地の動物が持たない基本
　　　　　　　ぐぎラ的な欲求がある」と仮定している。こσ）基本的欲

求を亮たすためには，糧雑で原嬬的な仕方から，

意識的で洗練された仕方に到る，つま讐，基本的

で下等な形態から，濠生的で蕩等な形懇に到るま

での段踏がある。この諸段鐸蓉で，葬悪い憧れる空想ゴ

「非勃勃的な§的」「懸魑の意識」「非実践的熱狂」

などが生じ，また充たされるのである。では，こ

の基本的欲求とは｛薄であろうか。ランガーはこれ
　　　　　　　　　　くむすを「シンボノレ建1の欲求ゴであるとする。後に，詳

達するが，シンボルは思考の材料であるゆえに，

愚考する生物体（すなわち人糞／は，経験（ある

いは諸総覚〉を絶えずシンボルに翻訳しているの

である。では，シンボルに翻訳された経験はどの

ような過程を選過するのであろうか。ランガーは

ヂすべて精神に記録された経験は行動に終ま）る性
　　　　ご　ン
質を持ちゴ，以一とをまとめて，経験一知覚一構神

一行動という「シンボル過程ゴを仮定している。

　これらから，すべての感覚条件をシンボルにす

るという，人鵜に特有な基本的欲求によって人羅

は思考し，行動するのであるという仮設がなされ

うる。その基本的欲求にび）つとって，人聞は感覚

器官に与えられた経験を．纏の動物がなすと疑じ

実践的行動に終わらせる場合もあ蓼，人聞に特有

な行動として認められているものに到らせる場合

もあるのである。この人聞特有の行動に終わった

ものは，飽のどのような蝶介も遍切に表現できな

いような経験のシンボルヘの転換である．

2、論　　　運

　ランガーはサインは「行動の基礎」であ琴「蕎

勧を命ずる手段」であるとし，シンボルは懇考
　　　　　　　　　　　　ヨすエモンの遠興、」であると結論づける。

　この結論は，サインとシンボノレの棲家熱『な擦違

慧意陳機能1こついて第三者である主観が，そ就ら

を精解する仕方の掘進である，ということから導

かれる。

　意味とは「性質でなく項（総轍）の機籠である」　と

ランガーは誘窮する。すな孝）ち，意味1こ譲選的1蕪

と心還的葱を考え．論難的証つながった諸項と，

心嚢的につながった諸覆の存窪を仮定する。諭達

套警毒こつな毒重った諸項とは，意華表する項と1意糠され

る項の連合であ琴，心墨墾的につながった諸項とは，

論蓬的につながった各々の項とそれを聡いる項の

連合である。（籔一5参照〉

（惹蚕穣する｝　　　　　（惹巽表きれる／
飯　　　　論理的
’巣

　　　　心理．的

　　　　　｛
　　　　　獲

（項を優弔する／

鰯一5／

　サインでは，こσ）項が三纒あれば事還りる。

サイン項．瞬象項，主観項である。サイン獄橡

の講項は，論選1的結合をなし．これはエ蝿董の相

関関係をなしている。主観慧この一蝿を成してい

る項を綾羅し，サイン作1羅を欝かせるのである。

サイン
横縫灘系 　　　5

婦　象

　｝
　憂観

（麹一6）

　この対は，購透した自然的なものでも窪為的な

ものでもどちらについても践む立つ。密然的サイン

とは，街整が濡れていれば，雨がふったサインで

あ鯵，肩がカサをかぶれば雨の降参そうなサイン

ということである。人為的サインとは．燈台の灯

は輝を示すサインであ拳ケベルは人が来たサイン

ということになる。すなわち，サインは醤然的，

人為的にかかわらず，ε事物，事象．または状混が，

一過去，理姦または未来において一存在したこと，
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すること，またはするであろうことを示す。」

　しかし，至圭謬各が濡れる｛7）は，雨によるだけでは

ない。散水車が遜った跡かも知れない。ベルは食

事の合図かも知れないし，起床の金鑼かも知れな

い。一つ5）サインは極めて多数の事極を意味しえ

るために，われわれはとかくそれの解萩を誤1穿が

ちになる。

　主観は一婦となっている項に作零すると瞬縛

に，それら各々とも関達している。これによって

一方の項がサインとな鯵，縫方の項が対象となる

区購が生じるのである。すなわち，一方」）項が簸

方の墳より興味の多いこと．瀦絹し易いことが，

その謎饗となる。構臠している一項が飽項よ讐知

覚し易い時，サイン作零がその項1こ所撰するので

ある。もし，これらの犀影）縫に，それらの区懸が

ない鋳，それは相互に交換再熊である。

　さて，主観は．サインによって報告された蝿象

を解i釈する。　この解綬が動！梅的無能の基礎1こ飽な

らない。それ慧最も初歩的で，最も具体的な種類

0）知能であli），オ）れわれ大鷲も勤麹と共通1こ持ち，

全く経験によって獲得し．聡警な生梅的絹途を持

ち，萌自な真と偽の基準を持っている。こσ）知能

が動物（人聞を含む）に行動を趨こさせ．命じる

のである。

　シンボルには，露つの項が必要である。シンボ

ル項，対象穰．主観項そして表象項である。シン

ボルと対象雫シンボルと表象ッ表象と女輩象の闘に

はそれぞれ論運的閣違があるはずである。シンボ

ノレと重言象の間にある複雑な縫｛系はラ表示｛乍蟹と呼

ばれる。　この関｛系韓1一般に認められている遷箏，

必然的な鍍果縫係慧ない。従ってケハトは平1韓の

シンボノレになるが，煙は火6）シンボルとはならな

い。シンボルと表象との，いっそう霞接的な縫線

は．含蓄作紹と辱ばれる。そもそも表象とは「知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼの覚に基づいて．意識に窺われる外界繋象の像」で

あ彗，これ．には，麟象が現前している場・会，記憶

によって再生される場合，想像による場合がある

」）である。そして，この含蓄作震紅よって，シン

ボルは，その表示する鰐象が存在もせず，難待も

されない鋳，（つまり，必然的な霞果麗係がない時／

われわれは対象に対してあからさまに反応するこ

となく，その対象について考えることができるの

である。

　これを補嬢するために，表象と蝉象の連麗は，

瞬らかに存在し，それは表象作羅と1呼ばれる。

舞醗無王2舞

（この遵露の仕方1ま，機念と関係して後述する。／

　以上の論遷的椿関に主観が関与し，そこにシン

ボル作電が生じるのである。（鐵一7参照／

　　　　表愚作矯
シンボル

　　＼　　含蓄作絹
　　　　　　＼表

　　対　象
象／表纈

観“
E

偶一7）

　シンボルは主観を導いて，そび）対象を表象させ

るという作欝をなす。したがって，「シンボルが直

接的に意味するものは，表象であって対象ではな
　ほさき
い。」嚢舞にこの作湧1ま生じない。次に述べる凝念

の問題とも季§倖って人聞はシンボルによって合運

的思考を行うのである。

　そもそも鬱念とはいかなるものであろうか。哲

学辞典によれば肇懸において結合される表象を，

主観における表象修羅から切絵離して擬えると

き．その内容を嶽念と呼、馨。盛つま撃．表象は感覚

的，翼体的な点で墾らかに概念と区溺されるわけ

であるが，機念を摺撰する1こあたって重要な饗蟹

となっている。本来，「シンボルが真に運ぶものは
　　　　　　　く　う嶽念だけである」が，その概念が，われわれ1こ録

して，シンボルによって示されるやいなや，われ

われ自身の懇／象力は，それを私的で纒人的な表象

によって装うのである。しかし，われわれは，経

験，感韓，および純粋な簸i人的連想について，そ

こに纒人差があるにもかかわらず，同じ対象につ

いて通じあえるのは，その対象についての疑しい

表象があるからである．この共通に持たねばなら

ないパターンが．その対象についての観念である。

ここで，当面の対象の内包を示すことができるも

のは，様々な姿をとっている愚考あるいは心像（す

なわちシンボルによって主醗に作離したも」）／の

いずれのなかにも具体化してくる形式（掘異なる

主観の精神にとっては，購々の感覚でおおわれた

形式）である。この異体化する或る形式以外を機

念に無難孫とみなす縫方は，絶えず耀神のなかで

行われている無意識な擁象作繕の過程垂こなる。す

なわち，綴人的な表象と伝達可能な公共機念6）籔

霧縁，この紬象化の過程によって可能になる。

鐵象的にもび）を見ることは，人聞の合運性の基礎
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である。

　以上よ琴，或る機念を取り籔う鋳，われわれは

常にそ歳について填る特定の表象の仕方を醜い

　（その表象はシンボルに連関している／，それを遍

して鞍念をつかまねばならぬと誘えよう。

3、影　　　式

　シンボルとして取り振われるものの我褒として

言謡がある。書語はきわダ）て経済的なシンボルで

あるととも1こ，生得・的に／吏醗できるシンボノレでも

ある。しかし，言語が経済的で表現性に富んでい

るという反藤．震’語でないようなどんなものもシ

ンボルとしての表理性を持つことができないとさ

れてきた。つま畢），言語によって表現できないも

の一主観的な経験，管緒．懇篤および額望の領竣

　は，兆躾だけが影藤、と学的で芸備的な形をとっ

て，われわれの中に現われ，それは心理学の領域

で解曙，選解されるしがなかったわけである。こ

れは次の仮議によって裏f寸諺られて来た。すなわ

ち／聾言語は思想を明噺に表現するための唯i一ぴ）手

段であること，（2罵言語で表董憂しうる思想でないも

のは，すべて感情であること。これらの娠説は，

蕪遠したシンボルは思考の遵黛であるということ

に裏打ちされている。すなを）ち，思考は警語によっ

てなされるのである。そσ）時，すべての愚考は言

譲の形式に従走）ねばならなくなる。すべての言語

は，対象に対する観念を一　彗に鍾べてつないでい

くよう要求する形式を持っているので，この特殊

な纈序に壷べうる思想のみが麟がりな瞬こも語ら

オtることカまでき，　こσ）投影ξこ遜さないどのような

観念も言語には表現できず，誉諸によって伝達も

できなくなる。言語的シンボルのこσ）轡i質を，ラ

ンガーは「論弁牲」（癒sc猛rslve盤esslとしている。

　さて．われ産）れは単にこの論弁性を持ったシン

ボル体系によってのみ表現し．思考しているので

あろうか。確かに，この論弁的シンボル体系のみ

を観念の捷い手として承認している嬢1穿，思考は

言語から始ま身1｝．欝語義こ叢冬るであろう。しかし，

われわれは，われわれの経験するこび）現象的な時

空馨的轡罪の中に，昔語文法的な表現襲式翼適合

しない諸事物が存嘉することを確濡している。そ

震らは，必ずしも識攣できず，表象できない神秘

的な事樋ではない。　もし，　そうでないならば．わ

れわれは，ただ私的な感鋳のまっただなかで，漂

いながら，たまたま言語的シンボルによって思考

して生活しているにすぎない．確かに，それら諸

事梅，隷感携を言語によって表理することは雛難

であるがうそれら1ま譲弁的なi言語多淫タ冬の或るシン

ボノレ捧系峯こよって表象されることができる。これ

ら論弁的シンボル｛本系と異なるシンボノレ体系をラ

ンガーは「現示的」やre鐙齪at沁職llシンボル体系

と呼んでいる。それ隷．論弁的と区駕するためで

あ1ラ，又．それらの非論弁的シンボルが．瞬鐸寺的，

金棒的現示によって，そ」）機籠を持つからである。

すなわち，大鹿繕神は，人露4）感覚諸器官とそび）

特有な諸機能によって，鍾むめて作賭することが

できるわ1ナであるが，感覚器霧鐘対象をある形式

としてとらえ，大鷺精神に供給している。そぴ）供

給された形式が論弁的であれば，言語として表現

されることができるし．葬講1弁的であれば．なん

らかの現量的シンボルとして衰理されることがで

きるわけである。感覚器官によって行わ震た蕪象

一一 m覚された諸形式　　菰まシンボノレ素材’であ

彗，遅解の嫁；体である。／ここにこそメセ二一が新

しい絹語を醸出し，身体運動を現示的シンボルと

して捉えようとした源袋があると患われる。疑）酸

われはその彫式σ）機能によ一）て事梅σ）騰蓉と表象

の琶妻弊を理解するσ）である。

　論弁的なシンボルは，又，盤i人グ）感篶を表現す

るには透していない。識語は単に或る種の漠然と

した，また穏雑に知覚さ震た状態を命名するにす

ぎず，たえまなく動く諸パターン，すなわち，内

的経験の持つ対立や錯綜．思考や馨象と感鋳の矯
の季舞互｛乍弄舞，　…iき憶と糞嚢櫨（7）授響，　つ力戦ノ）まの亥7懇

をそのまま伝えようとすることは不恵能である。

そのような懇篤は，纒々の嬉象の直接的．同彗寺的

な現示によって主観1こ生じるのである。

　考　　　察

　メセ二一等は，多くランガーの言を雛絹しなが

ら身体運動を一一種の象綴形態と解してきた。

　ランガーは書籍のシンボルとしての有繕牲を，簸

薇妙な変化をきわめて容易に作辱鐵し．その知覚，

鼠響彗も容易である，2擁薄らの遵翼も使講せず経済

的であ箏，生得的に使罵できる．3矯む号としての

懸纏以外なんらの懸纏も持たず，物質的な埋葬を

意識せず，その内毯．外鍾その飽の愚妹だけを意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほアき識する，蔀容易に緩み合わせることができる，点

とし，欝藷」）論弁的シンボルσ）位置を不動のもの

としている。

　メ七二ー等はラこのランガーの手法に酷似さし

て，身体運動（彼女等の表現によればキネストラ
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クトとキネスセプト）のシンボノレとしての有無碧空

を，i）筋σ）緊張はあら侮る種類の微妙な変免を作

1〉出すσ）がきわめて容姿であ琴，そぴ）知覚．籔劉

も容易である，2／身体機季薄3）ほかには｛馨らの遊興

も綻濡せず経済的であ1），生得的に旋罵できる幸

麟能瀬の一一部であるため，そσ）梅質的な醗存を全

く意識しなくなぎ），その内勉だけを意識する，事
　　　　　　　　　　　きまぎき容易喜こ艇iみ合わせカ§できる，点としてあ豊デ，昔語

と全く講様の葦擁立を与え，身体運動を非議弁的｛幾

承的1シンぶルとして取り撰1っているび）である。

　そこで，メセニ一等が麟鐵した講話の妥当性を

緯1うわけであるが，それは，記号とシンボルの関

｛系5）申で示した図一6，緩一7にかかわってなさ

れる。　もし，　メセニー等方渥言うよう1こ，身体運動

をシンボルとして取鯵搬うことが可能であれ．ば，

図一7に癬察するも6）が身体運動にかかわって存

在し．それが彼女等が麟鐵した居語と関係してく

るのではなかろうかという6）が，ここでの私が）仮

説になる。

　ノ1・躰慧，記号によ一）て通達される意辱表を所記と

呼び，愚昧を選達すべき物てき手段そのも」）を能

記と呼んでいる。これを図一6に当てはめてみれ

ばラサインは能記iこ旗当し，対象1ま所盲嚢1こ季藝当す

る。また，舞一7に楽ではめてみると，シンボル

は能記に撰曳し，表象（鰐象と表象のかかわ！）は

麟逃した1は所1裂に橋塞する。

　また，小智はシンボルとしての条件を産）記号の

必然性，2／婿感麟激牲，3／使罵者σ）趨性σ）反駁，

にみている．このことは，講述してきたシンボル

の論礫，形式から類誰可能な条件であり，身体運

動を図一7に煮てはめて考えることも可能になっ

てくるように思える孕メセニー等の醜語とその説

1講から1鱗一7は次の様に置き換えられる。

シン、∫羅　　　　　讐象
・㌘1く塗多退．爪．

（緩一き）

　キネストラクトとその感覚影式としてのキネス

セプトは能記の機籠を果す3キネストラクトとそ

のキネスセプトの意味を麹象して得られたキネシ

簿醗奪i2薙

ンボノ罰ま所記に擢峯する。

　麟癒された難語はそれぞれ梅嘱する位置を図一

7の中に疑い超すことはできた．しかし，一疑し

て単純な矛鑛に気付く。本来ギ1ノシャ語の績欝e塗
l　i動く　こと／と　S重r慧ct縫re，βεでCε響〉t量｛）猛ラsy鶏㌃むol〔／〉

合成藷として鳶職された華語が，そσ）妥当な位譲

についていないことである。藷感のみからすれば，

キネシンボルは亨キネストラクトとキネスセプト

の総称であ諺，表象にあたる窪1誌は新たに麟翫さ

れねばなるまい。

　おわ辱に
　本醗究は，シンボルの論馨とメセニ一等が躾産

した絹語の暈縫な比較に終ってし象った。もし，

睡一8が成i豊可能ならば．キネストラクトとキネ

スセプトの新しいかかわ1ラも検討されねばならな

い。すなわち，主観嚢身のキネストラクトと客観

としてのキネストラクトでその麗係は多いに違っ

てくる。それは身鯵を取鯵籔う者1こ常につきまと

う矢籍覚ラ認識」）主｛本は豪た客体でもあるとも釜う二

重の機能の解聡にも役立つかもし戯ない。また，

鑓号とシンボルの聡係で述べたシンボルの特性を

身体運動に鷺てはめる作業は縁とんど残ったまま

になっている。
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